
箒
蕊
議
鐸

議蕊

…

：
譲鴬

鰯
蝿

驚鏡
錘

潟 f識

馨

鵜
灘

鴬

雲
謡

蝿

息識

事武

拝
§

霧

；
蕊懲§

蕊

職
職

熱

距
劣
次
式
の
ガ
を
瞬
間
的
に
一
本
に
し
て
相
手
の
綱

や
》
喝
叩

へ
一

》韻〕

韻

段
段
Ｌ
叩
く
、
、

韻

に
伝
え
る
こ
と
、
こ
■
れ
が
勝
利
に
導
く
要
因
で
す
。

ぞ
れ
に
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
事
だ
ね
．
」
と
両
方

の
監
督
を
務
め
る
大
和
田
信
明
さ
ん
（
安
良
川
）
・

認
證
の
高
萩
バ
ッ
ク
ギ
ャ
ー
は
、
結
成
し
て
三
年
目
。

そ
の
後
へ
Ｊ
「
お
も
し
ろ
そ
う
」
と
、
そ
の
奥
さ
ん
た

I
撚識 鱗

輯

瀧

’ 溌識

鰯

灘
燕

蟹

騒鱗§
鐘落謹；
､玲配 f鵠混り

悪『蝿鶴

､蕊謎.際
弱､齢』 配屯

溌癖
串離錦』韓十

蕊 ＃

：
灘

綴

基
診、蕊

協議
鱗

篭

識
灘蕊

鐵
溌
辮

池

無『無『
篭

鰯

獺
霞霞

蕊 篭

灘

噂慰 寺

込、拘り
鑑"、

鷺鷺

罐辮

‘ 豊

亨霞
鞍k

鳶鳶§蕊
瀞

蕊 灘
侭
瀞 I

一
）ち

が
中
心
と
な
り
高
萩
加
代
和
伊
津
を
結
成
し
、
ペ

ア
で
各
大
会
に
出
場
し
て
は
、
互
い
に
好
成
績
を
収

め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
実
力
が
認
め
ら
れ
、
九
月
六

日
㈲
に
開
か
れ
る
第
四
回
全
国
勤
労
者
綱
引
大
会
に

ペ
ア
で
出
場
権
を
獲
得
し
、
現
在
は
、
大
会
に
向
け
て

夫
唱
婦
随
で
練
習
と
調
整
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

識

弾

溌蕊’鶴

， ≦ 、蕊
《塞ぎ 塗

鐸

霧識

篝
鷺

鷺

‘
。

抵
溌
‐
』
軸

篝
聯;司

恥
癖

＃

＃．『鞭
矧

湾

穏蝿

…
高 バツ 一

ｩ、 ょ わ い ず
唖

盲 加と
灘

蕊蕊蕊
蕊驚鐸
患 鋒競

;蕊

謹

＄

》

蕊蕊鱗 …

篭溌☆2-5…消防団は災害からみなさんを守っています☆8~9こんにちは'市民記者で”



一

夛肖 I

騨蝉騨謡辮鋪騨蕊難

…
》

右
上
か
ら
副
団
長
の
篠
原
新
一
郎
さ
ん
、

た
け
じ

沼
田
浩
さ
ん
、
鈴
木
健
二
さ
ん
で
す
。
写

真
の
番
号
は
、
消
防
分
団
名
と
そ
の
分
団

長
で
す
。

鰯
辮
鑑
識
識
需
鐡
鐸
鍵
鱸
噸
溌
睡
鍔
騨
轆
霊
辮
撫
輝
露
辮
麓
蕊
鍔
鍔
蕊
轆
騨
醗
醗
蕊
騨
辮
騨
瞬
辮
識
灘
撫

…
↓さ

災
ヨー

！
醜
一
辱
匡
歴
唖
酔
睡
騨
職
醗
鱗
雌
酔
睦
瞬
恥
膨
岬
跡
膨
ｒ

ず曲

灘

》

一
■
ロ
屍

封

“

悸

識

峠

三

騒

一

■

■

１

．

轆

嚥

…

、

！

軸
１

．

．

姉

▲
昨
年
の
日
立
地
区
ポ
ン
プ
操
法
大
会
の
一
コ
マ

坤

転

嘩
擁
蝿

織
雛
蕊
辨
溌
辮
職 §r砲蝋燃

毎J 曜串

自
然
の
力
は
、
は
か
り
知
れ
ま
せ
ん
。
｜
度
災
害
が
起
き
る
と
、
道
路
や
建
物
の
崩
壊
、
さ
ら
に
は
市

民
の
み
な
さ
ん
の
生
命
や
財
産
に
ま
で
被
害
を
及
ぼ
し
か
ね
ま
せ
ん
。
市
内
に
は
万
一
の
火
災
や
水
害

な
ど
の
災
害
に
備
え
て
、
団
員
三
五
○
人
に
よ
る
消
防
団
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
九
月

一
日
㈹
の
「
防
災
の
日
』
を
前
に
、
そ
の
大
切
な
担
い
手
の
消
防
団
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

鐸』
唾

》
認
識
簿蕊

、零巍

．ー'

§ ⑪ 4】

日
本
の
建
物
は
、
古
来
か
ら
木
造
建
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
常
に
体
制
を
ま

築
を
、
王
と
し
て
き
た
た
め
、
火
災
が
起
整
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
火
災
な
ど
輯

こ
る
や
否
や
財
産
を
焼
失
し
、
時
と
し
災
害
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
多
く
の
人

て
は
生
命
も
脅
か
し
ま
す
。
日
々
、
火
手
や
消
火
機
具
を
使
わ
な
い
と
、
災
害

災
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
用
心
す
る
こ
は
広
が
り
市
民
の
み
な
さ
ん
の
財
産
な

と
が
大
切
で
す
が
、
火
災
が
起
こ
っ
た
ど
に
、
膨
大
な
損
害
を
及
ぼ
し
か
ね
ま

場
合
は
、
速
や
か
に
消
火
活
動
に
あ
た
せ
ん
。
そ
こ
で
、
消
防
団
に
出
動
を
も

椴
鵜
撫
灘
縄
押
州
剛
縣
撫
離
職
離
牒
称
恥
剛

防
火
活
動
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
．
速
や
か
に
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
、
表
二
動

腫
恥
磐
洪
坏
籟
罎
雅
蕊
…
ゞ
蓑
這
輔
霊
蒙
霊
輩
試
謹
ゞ
出

篝
蕊
薩
騨
躍
躍
憲
動
篭
侭
職
蕊
篭
蕊
蕊
の

で
棚
伺
誠
二
鋤
鯛
吹
燭
賊
ぱ
馴
皿
鯉
鯏
繩
鯏
職
胴

や
防
災
な
ど
の
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
を
巡
回
し
、
危
険
性
は
な
い
か
を
調
べ
消

い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
一
年
間
の
内
容
て
い
ま
す
。
ま
た
、
八
月
一
六
日
㈲
に

訳
話
哉
藤
維
羅
轌
域
騨
惑
近
藤
艦
諏
錘
烈
礎 数字は、

予
等
Ｃ
婆
心
心
墜
内
．
ご
秘
か
齢

鮮
鯵
繭
鷺
り
む
融
○
◇
巽
心
◇
簿
今
入
・
謹
む
》

叩
・
鍵
◇
〈

異

ｘ
Ｘ
ｘ

一
心
◇
予
罵

岱
發
、
ｋ
八
』
韓
Ｃ
翁
這
鋤
。
群
ｃ
ｃ
雷
ｃ
ｃ
室
。
ｃ
践
心
Ｃ
露
蕪
令
輯
○
噂
守
笈
ｘ

蕊
隙
署
塗
潰
畷
鬮
溌
連
携
種
噸
蜂
泰
溌
灘
蕊

（
‐
｝

消防分団名です。

一
三 第1出動分団

①④ 9 ⑭

②⑤10
③ 8 ⑫

第2出動分団|第3出動分団｜ 本部残留
３
５
１
１

ｂ
７
ｕ

高萩帥‘区 残り全分団

災
害
の
発
生
現
場

７
８
９

①
②
③

⑭ 15(4)

⑤
6

０
１
３

１
１
１

u望）

ま
す

島名・秋山地区 〃

⑤
10

11

⑫15
13

⑭

９ ④(L）
'列
、ニノ

③

ｂ
７
Ｒ

松岡地区 〃

①
③
④

②３
３
ヘ
リ

ｑ
１
－
ｑ

５
６
７

１
１
１

８
９
０

１
１
２

6
旧高岡地区の

北部(横川､若栗､上･下君田）
〃

①
③
月

⑫
⑭

１２６
７
０

１
１
２

４
エ
育
斗
戸
Ｏ

ｅ
、
ダ
●
“
、

旧高岡地区の
南部(大能､中戸川）

〃

」
(注） ○は、消防ポンプ自動車を備えている分団で、他は小型動力ポンプ積載車です。

②
鵜

臣i

1



鼠消防団の組識

員
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

人
別
別
鋤
別
別
賜
賜
砺
妬
巧
賜
肥
賜
肥
巧
吃
喝
妬
嘔
妬
追

い
ｃ
■
●
■
●
ｐ
■
○
申
。
Ｃ
●
の
●
■
●
毎
Ｇ
ｓ
◆
●

区
町
東
川
名
方
中
下
滝
原
戸
浜
網
町
側
杉
栗
田
田
川
能
川

良
山
山
木
手
工
本
君
君
戸

勧
地
本
駅
安
島
北
秋
秋
石
駒
高
赤
下
大
川
二
若
上
下
横
大
中

冊
１
１
く
く
く
ｉ
Ｉ
く
１
１
く
く
く

識
幹
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団
団

団
、
扮
恋
崎
蛎
幟
研
銃
端
吋
坊
識
羽
鐙
崎
蛎
研
論
端
崎
畷

分
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２

第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第
第

分団長

藤枝 仁
姜冬 力轌司r

浅井正一

渡邊博通
いわ お

時崎磐雄

大都 蕊
渡邊 満

下山田誠司

佐藤 平

柴田 進
か寸' 』っ

大高一生

鈴木 栄

斎藤 忠

鈴木光利

本多冨次男
せい 叫，心

松崎生一

広木浩二
聖悪 よし

佐川福徳

松本一郎

松本勝蔵

鈴木修二

菊地信夫

ヨ

高
萩
地
区
一

消
防
団
長

消
防
副
団
長

司

市
長

’

松
岡
地
区

大
久
保 穂
積
政
次

鈴
木
健
二

沼
田
浩

篠
原
新
一
郎

主
月

弛
叩
Ｊ
４
１

旧
高
岡
地
区

＝

三
五
○
人
の
消
防
団
員
の
ほ
と
ん
ど

は
、
各
自
の
職
業
に
従
事
し
て
お
り
、

平
均
年
齢
約
四
○
歳
と
い
う
働
き
盛
り

の
お
父
さ
ん
た
ち
で
す
。
団
員
の
み
な

さ
ん
は
、
時
を
選
ば
ず
に
発
生
す
る
災

害
の
連
絡
を
受
け
て
、
昼
夜
を
問
わ
ず

現
場
に
駆
け
つ
け
ま
す
。
災
害
と
い
う

な
い
よ
う
消
防
団
も
警
戒
に
あ
た
り
ま
す
。

灘
臓
醗
罰
蝋
静
爵
鰹
聯
鶚
憾
徳
義
脇
瀞
嚇
認
識

Ｌ
卦むく

〉

園婦人消防クラブ
婦人消防クラブの会員は、 346人です。 (平成4句 7月現在敬称略）

｜
’

名 称

横川婦人消防クラブ

下君田 〃

上君田 〃

員
人
人
人
人
人
人
人

１
６
９
３
５
４
８

５
５
９
３
５
３
１

今
云設立年

昭和46年

昭和46年

昭和46年

昭和46年

昭和46年

平成元年

平成元年

今
云 長

鈴木友

鈴木秀

子

代

大森ヨシ子

藤田愛子

大部智江

佐川久仁

村松則子

若栗

中戸川

″
｜
〃

能
原

大
上

″

″

函消防団の活動 山
間
部
の
地
域
は
、
市
の
中
心
部
か

ら
二
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
前
後
の
距
離
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
消
防
団
員
の
多
く

は
、
地
区
外
に
働
き
に
出
て
い
る
た
め

団
員
の
手
薄
な
時
間
に
火
災
が
発
生
し

た
場
合
、
消
火
活
動
に
取
り
組
む
ま
で

に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
昭

和
四
五
年
三
月
、
下
君
田
の
地
区
の
み

な
さ
ん
が
総
出
で
山
林
作
業
中
、
そ
の

異
常
事
態
の
な
か
で
活
動
す
る
消
防
団

の
仕
事
に
は
、
危
険
性
を
伴
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
を
守
る
た

め
に
率
先
し
て
そ
の
活
動
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。
各
団
員
の
地
域
を
慈
し
み
守

ろ
う
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が
、

こ
れ
ら
の
活
動
を
支
え
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
団
員
が
、
安
全
に
そ
し
て
十

分
な
活
動
に
取
り
組
む
に
は
、
職
場
や

家
族
の
理
解
と
協
力
が
と
て
も
大
切
で

す
。

￥

驚くr軍韓ご§ 篭.,..､､ﾏ￥ ..． ....．

“…#、 …~f
よ初今
うめ年
す式の
の出

一
》1月…消防団の出初め式蕊溌各

､蕊苫 "2- , ： " “

分団による火災予購及び
. ､ 噂 ミ ｡ ､ ﾐ:、 、輪; , . : ｡

‐蕊メ夜の警戒広報：好蕊認：
､ . . ‘ ､ : ~密､､ ら“通

2月…春の火災琵防運動溌穰蕊

"1 ℃j {蕗家慮""巍蕊溌蕊；
3蝿”；郡燃永災篭雛職溌
ﾘ職職職撫，澱が燕i蕊溌溌蕊1
""『蕊灘礎蟻艤溌f
慰榊鰯溌浴蕊纐漣甚蕊溌患誉

" ” ' ､ ､ ,, 二､ ､ 唇 ､ :L謹 L ､品､巽癖, ， ､‘ 観

＃？": 1の警戒柳：〆ぷi秘ir群譲
, ､ " "､､灘鳴 ； ､ ？、鍵:､ §" "

9月．,"‘日立地区誤ソ笈操溌爽套

11H｡｡秋の火災王随運動に軽い
… i ．

各家庭の火の元点淡蕊:

12月…各分団による爽笈矛溌笈
ﾆ 胃r さﾆ ﾆ ．

び夜の警戒広報が毒; j
§ 二 二 冒驚 1 ． ざ

＊1年を通じての出場は患琴蕊

･火災の時 § ~琴I諺蓉＝｡:蕊筵碁 :

・台風の時は､河川の氾溌の防
； 旨 ．

災作業と警戒 蕊:涯塞1ゞ
:．海水浴などの水難尋や行寿索

： “ ､ : 息 "

明者の捜索 ､《 二 ･ ， … j圏斑灘f

桝
◎
火
災
を
消
し
た
り
、
風
水

》
一

》
害
な
ど
の
災
害
が
起
こ
っ
た

浄
と
き
に
出
動
し
ま
す
。

》
』

》
》
◎
火
災
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

熱
市
民
の
み
な
さ
ん
に
呼
び
か

》
（

》
け
た
り
、
各
地
区
で
火
災
に

》
な
り
そ
う
な
箇
所
が
見
受
け

》
ら
れ
れ
ば
、
指
摘
し
、
未
然

》
に
防
ぎ
ま
す
。

誌
◎
地
震
や
そ
の
他
の
災
害
に

嘩

蝉
対
す
る
防
災
活
動
に
あ
た
り

唖
》

》
臓
睡
溌
海
、
藤
＃
緯
：
…
蜜
藤
＃
総
…
＃
…
§

地
区
四
八
戸
が
全
焼
す
る
と
い
う
大
火

が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
表
五
の
よ
う

な
、
地
区
の
女
性
に
よ
る
婦
人
消
防
ク

ラ
ブ
が
で
き
ま
し
た
。
万
一
に
備
え
、

日
ご
ろ
か
ら
消
防
分
団
員
と
と
も
に
消

防
機
械
や
器
具
の
使
い
方
の
講
習
会
な

ど
に
参
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